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私
が
、
市
長
と
し
て
３
期
目
の
任
を
担
わ
せ
て
い
た
だ

い
て
か
ら
、
間
も
な
く
２
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
昨
年
は
、
施
策
の
基
本
と
な
る
総
合
計
画（
第
２
次
）

中
期
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
年
で
あ
り
、人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
な
ど
に
伴
う
情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る
施
策

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
不
正
の
あ
っ
た

株
式
会
社
名
寄
振
興
公
社
問
題
、
名
寄
社
協
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
問
題
に
関
し
て
は
、
そ
の
原
因
を
し
っ
か
り
究
明
し
、
抜
本
的
か
つ

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
解
決
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
や
企
業
、
関
係
機
関
・
団
体
な
ど

と
連
携
し
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
わ
が
ま
ち
に
愛
着
を
持
ち
、

誰
も
が
暮
ら
し
続
け
た
い
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見

に
耳
を
傾
け
る
と
と
も
に
、
市
民
が
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

２月25日(火)に開会した令和２年第１回名寄市議会定例会において、加藤
市長が市政運営の方針について、小野教育長が教育行政運営の方針につい
て述べました。(本誌には概要を掲載します)

　

総
合
計
画
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
、｢

人
づ
く
り｣｢

暮
ら
し
づ
く

り｣｢

元
気
づ
く
り｣

の
３
つ
の
理
念
を
基
本
に
、中
期
基
本
計
画
を
着

実
に
実
行
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
計
画
に
掲
げ
た
主
要
施
策

の
成
果
指
標（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）の
目
標
値
達
成
に
向
け
た
施
策
を
展
開
し
て

い
く
と
と
も
に
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
中
で
進
捗
管
理
を
行
い
、

施
策
を
深
化
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
の
魅
力
あ
る
自
然
環
境
と
都
市
基
盤
に
さ
ら
に
磨

き
を
か
け
、
道
北
地
域
の
中
核
都
市
と
し
て
の
責
任
と
役
割
を
果
た

し
て
い
く
と
と
も
に
、
こ
の
地
域
が
発
展
し
て
い
け
る
よ
う
、
議
員

各
位
を
は
じ
め
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市政執行方針市政執行方針

道北地域の中核都市としての責任と役割を果たします道北地域の中核都市としての責任と役割を果たします

かとう

お　の

Ｎａｙｏｒｏ　Ｐｕｂｌｉｃ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ  ２０２０．４３

市政執行方針
市民と行政との協働によるまちづくり
　・｢名寄市自治基本条例｣の継続した市民周知や、市民参加型セミナーを開催
　・事業の検証・必要な見直しを行い、効果的・効率的な行政運営に努める
　・町内会活動など、安心して暮らせる地域づくりの活動に財政支援する
　・地域における利雪親雪の取り組みを推進
　・多様な国際交流の機会を創出し、交流人口の拡大に努める
　・天塩川を軸とした地域が広域的に連携し、魅力を内外に情報発信する
　・財政負担の軽減並びに地域住民の利便性が高い効率的な公共交通網の形成
　・本市に所在する自衛隊の体制維持・強化の推進

市民みんなが安心して健やかに暮らせるまちづくり
・各種健診の受診率向上を図り、生涯を通じた健康づくりを推進
・｢子育て世代包括支援センター事業｣による切れ目ない支援体制の拡充を進める
・多方面での連携を強化し、必要な医療スタッフの充実に努め、求められる医療
　提供体制の実現を目指す
・乳幼児の幼児教育・保育の受入体制の充実に努める
・地域包括ケアシステムの深化・推進の取り組む
・介護職員の離職防止・定着・確保に向けた対策事業に取り組む
・｢地域生活支援拠点｣の整備を広域的に取り組む

自然と調和した環境にやさしく快適で安全安心なまちづくり
・新エネルギー・省エネルギーの啓発などに取り組む
・老朽化した消防車両や消防資機材の更新を計画的に取り組む
・水防災に係る情報を表示する「まるごとまちごとハザードマップ」に取り組む
・自主防災組織の設立や活動支援および防災リーダーの育成
・地域住民や関係機関・団体と犯罪防止に関する情報の共有
・将来の住宅需要を見通した公営住宅の修繕や長寿命化改修
・老朽化した遊具の更新を行い、安全安心な遊び場や憩いの場を確保
・効率的な地域の公共交通確保に努める

地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづくり
・地域の特色を活かした持続可能な農業と豊かで活力ある農村を目指す
・ＪＡが取り組む｢哺育・育成センター｣整備へ支援
・経営基盤の強化および後継者の経営継承に向けて、ＪＡと協調し支援する
・農村女性の活躍を推進すべく、免許取得に対する支援などに取り組む
・化学肥料の削減など環境保全に効果の高い農業を推進
・森林環境譲与税を活用し、人材育成・担い手確保などに対する補助を創設
・人材不足解消のため、外国人材の受け入れの調査・研究
・広域観光の推進およびインバウンド受入体制の整備

生きる力と豊かな文化を育むまちづくり
・幼児教育の質の向上と保護者が安心して預けることのできる
　環境の整備
・市立大学で給付型奨学金制度など、学生支援の取り組みを進
　める
・子どもたちが運動と出会う機会をさらに充実させる
・競技種目に関わらずジュニアを育成できる取り組みを進める
・自然環境などを生かした各種大会や合宿の誘致

▲市民主体のまちづくりの推進

▲子育て支援・地域福祉の推進

▲災害に対応できる消防力の充実

▲大学生と農業者との農業体験実習

▲冬季スポーツを通じた地域振興につながる取り組み


